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午前９時58分開会

会議に付した案件

○概要説明

国立環境研究所気候変動適応センター

１．地球温暖化の影響と気候変動適応の推進

○協議事項

１．提言について

２．次回委員会について

３．その他

出 席 委 員（11人）

委 員 長 安 田 厚 生

副 委 員 長 松 本 哲 也

委 員 外 山 衛

委 員 日 髙 陽 一

委 員 武 田 浩 一

委 員 荒 神 稔

委 員 下 沖 篤 史

委 員 工 藤 隆 久

委 員 岩 切 達 哉

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 渡 辺 正 剛

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

国立環境研究所気候変動適応センター

主 任 研 究 員 藤 田 知 弘

事務局職員出席者

政策調査課主事 原 田 智 史

政策調査課主査 西 尾 明

○安田委員長 それでは、ただいまからカーボ

ンニュートラル推進対策特別委員会を開会いた

します。

初めに、本日の委員会の日程についてであり

ますが、お手元に配付の日程（案）を御覧くだ

さい。

本日は、地球温暖化の影響と気候変動適応の

推進について、国立環境研究所気候変動適応セ

ンター藤田様から説明をいただきたいと思いま

す。

その後、年度末の報告書の提言内容等につい

て御協議をいただきたいと思いますが、このよ

うに取り進めてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○安田委員長 それでは、そのように決定いた

します。

暫時休憩をいたします。

午前９時59分休憩

午前９時59分再開

○安田委員長 委員会を再開いたします。

本日は、国立環境研究所気候変動適応センタ

ーより藤田知弘様にお越しをいただきました。

本日は大変お忙しい中、御出席をいただきまし

て誠にありがとうございます。

それでは、藤田様より地球温暖化影響と気候

変動適応推進について、御説明をいただきます

とともに、意見交換をさせていただきたいと存

じますので、どうぞよろしくお願いします。

それでは、早速ではございますが、説明をよ

ろしくお願いいたします。

○藤田主任研究員 御紹介ありがとうございま

す。国立環境研究所の藤田と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。本日は貴重な機会

令和６年12月６日（金曜日）



- 2 -

令和６年12月６日（金曜日）

をいただきありがとうございます。

出身は岩手県で今日のお話とは関係ないんで

すけれども、研究分野は生物学の一種である生

態学という分野、最近だと都市に生えている雑

草が花が咲かなくなる進化を遂げているという

ような都市の雑草の研究をしています。あと一

つ、適応ということで環境政策的な研究も行っ

ております。

この環境政策といいますか、適応の研究を簡

単に１個、自己紹介がてら御紹介させていただ

きたいと思います。

地域気候変動適応センター、皆様御存じかな

と思いますが、地域の適応の拠点となるような

組織が2018年以降、全国で設置され始めていま

す。宮崎県さんでも2019年に九州初のセンター

が設置されています。

この地域気候変動適応センターというのは、

設置母体が全国で結構ばらばらです。自治体に

できているところもあれば、地域環境研究所に

できているようなところ、あるいは大学とかＮ

ＧＯなどの組織にできているようなところも

あって、体制や抱えている課題というのが、そ

れぞれのセンターで異なるのではないかという

ようなことが考えられます。

そこで私たちは、各センターさんの職員数や

予算、経験などに基づいて、このセンターのグ

ルーピング化、類型化というのを行いました。

その結果、こちらはちょっと分かりくいかと思

うのですが、日本に設置されたセンターという

のは、統計的に３グループに分類することがで

きるというようなことが分かりました。

次に、各センターの職員さんが抱えている課

題、認識されている課題にどういうものがある

かというのを分析するためにアンケート調査を

実施して、認識されている課題をグループ間で

比較しました。すると、グループごとに抱えて

いる課題というのが異なるということが分かり

ました。例えば、経験の浅いセンターでは、気

候変動に関する専門性の欠如であったり、デー

タのアクセスが難しいなどが課題として認識さ

れているというようなことが分かりました。

こういった全国の地域で適応を進めるために

どういう課題があるのかとか、今どういう準備

状況なのかみたいな研究を私は行っております。

あとは、研究に基づいて、自治体さんの支援で

あったりとか、そういうことを業務として我々

のセンターは行っております。

本日は、主に４点に絞ってお話をさせていた

だこうと思います。

まず初めに、既に多くの方が御存じかと思い

ますが、気候変動とその影響について現状と予

測を御紹介させていただきます。次に、気候変

動対策の一つである適応についてお話しさせて

いただき、その後、できるだけ宮崎県に対象を

絞って、気候変動の影響と適応策の具体例を御

紹介したいと思います。最後に、幾つか私のほ

うからお伝えしたい情報を御紹介いたします。

では、気候変動とその影響、現状と予測につ

いて、日本国内の話を中心にお話しさせていた

だきます。ここでは、過去100年間で気温は何度

上昇してきたのか、どのような気候変動影響が

報告されているのか、あとは気候変動の将来予

測についてお話しさせていただきます。

まずは、気候変動の現状についてです。私は

昨日の夜、宮崎に着いたんですけれども、意外

に寒いなと思いました。ただ、やっぱり夏は宮

崎県も暑かったと思います。実感として、皆さ

ん暑さを感じていらっしゃると思うのですけれ

ども、世界や日本のデータを見ても、平均気温

というのは上昇してきていることが分かってい
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ます。こちらは、左が世界の平均気温、右が日

本の平均気温を表しています。縦軸が気温を表

していて、横軸は年を表していますが、御覧の

とおり右肩上がりの上昇傾向であることが分か

り、統計的にも有意なものであるということが

分かっています。

こちらの数値、記録を取り始めて以降、特に

気温が高かったトップ５を表していますけれど

も、世界の気温も日本の気温もどちらも最近の

ものであるということが分かるかと思います。

地球温暖化の原因については、ＣＯ２をはじ

めとする温室効果ガス、つまり人間の影響であ

るということははっきり分かっています。ＩＰ

ＣＣの最新のレポートには、人間の影響が温暖

化させてきたことは疑う余地がないというよう

な記載がございます。これについてはたくさん

の証拠が示されていますが、本日は１つだけ御

紹介します。

こちらの図、これは温度の変化に、人間の影

響であったりとか、その他自然の要因がどれく

らい寄与しているのかというのを示した図に

なっています。これを見ると、温室効果ガスの

排出によって、約1.5度これまで上昇してきたと

されています。

一方で、大気汚染などその他の人間活動によっ

て、実は冷却効果というのが知られていて、こ

れが計算上マイナス0.4度の冷却効果があるとさ

れています。この差引きが1.5度とマイナス0.4

度で1.1度になるわけですが、この1.1度という

値が、実際の観測されている気温上昇と一致す

るのです。つまり、実際に観測された気温上昇

の大きさが、人為によって理論的に説明できる

気温上昇の大きさと一致することから、人間の

影響によって温度が変わってきているというこ

とがはっきりと分かります。

こういった温暖化によって、既に様々な影響

が生じ始めています。

一つが、熱中症の増加です。この図は、全国

での熱中症による救急搬送者数の経年変化を表

しています。年間５万人から９万人の救急搬送

がされていますが、近年、増加傾向にあること

が分かるかと思います。

また、今年、熱中症の搬送者数というのは、

過去最高を記録しました。熱中症による死亡者

数は、毎年、全国で1,000人前後になっています。

洪水などの自然災害による死亡者数というのが、

毎年100人とか200人ぐらいなので、その深刻さ

というのが分かるかと思います。

雨の降り方にも変化が生じてきています。こ

ちらはあまり実感がないかもしれないのですけ

れども、実は雨が降る日、ここでは１日の降水

量が１ミリ以上の日としていますが、実は雨の

降る日、降水日というのは全国的に減少傾向に

あります。全国平均で100年当たり9.5日の割合

で減少しています。

一方で、こちらは皆さん実感があるのではな

いかと思いますが、強い雨というのは全国的に

今増加傾向にあります。ここでは、１時間当た

りの降水量が50ミリ以上の発生回数を表してい

ますが、御覧のとおり右肩上がり、上昇傾向に

なっていることが分かります。10年あたり28.9

回の割合で強い雨が増加しています。時に大き

な被害をもたらす大雨も発生してしまっており

ます。

ちょっと古い情報なのですけれども、豪雨被

害を２つこちらに載せています。平成30年の７

月豪雨、西日本を中心に全国的に広い範囲で記

録的な大雨が降って、人的被害としては、死者224

名、行方不明者８名。もう一つのほうは、平成29

年７月の九州北部豪雨。こちらは線状降水帯が
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発生しました。人的被害として、死者42名、行

方不明者２名というような深刻な被害が生じて

しまっております。

こういった豪雨の発生への気候変動の影響を

分析するというのは、ごく最近まで難しいとさ

れてきました。どうして難しいかというと、気

候変動が起きていないときでも、こういった豪

雨というのがまれに発生して、それと切り分け

るのが難しいというのが理由です。

しかし、最近、イベント・アトリビューショ

ンというシミュレーションを使った方法で、こ

ういった気候変動の影響が、どのように豪雨災

害に影響を及ぼしているのかというのを定量的

に評価することが可能になってきました。

一つその例を御紹介いたします。弊所の研究

者も参画しているこちらの研究から、先ほどの

この２つの豪雨への温暖化の影響が実は大き

かったということが示されています。これはイ

ベント・アトリビューションという方法を使っ

て分析した研究です。

イベント・アトリビューションというのは、

コンピュータ上で温暖化した現在の地球と、温

暖化しなかった、つまり産業革命以降の気温上

昇が生じなかった２つの地球を再現して、それ

を比較するというような手法になっています。

こちらの図ですけれども、３日間の積算の降

水量を横軸が示しています。右の図は１日の降

水量を示しています。縦軸が再現期間で、何年

に一度このような強い雨が降るかというのを示

すので、縦軸の下にあれば下にあるほど高い頻

度でこういった強い雨が発生することを示しま

す。

御覧いただくと分かるとおり、赤で示した現

在の温暖化した条件では、青で示した温暖化し

なかった場合と比較して、豪雨が高い頻度で発

生することが分かります。温暖化がなかった場

合に比較して、温暖化した場合というのは、そ

れぞれ、平成30年の７月クラスの豪雨というの

は3.3倍、平成29年７月クラスの豪雨というの

は1.5倍になるということが研究によって示され

ています。

以上から、こういった豪雨についても、温暖

化の影響が大きかったことというのが分かって

きました。ここまでは、これまでに生じた気候

変動について見てきましたが、次から気候変動

の将来予測についてお話をさせていただきます。

将来の気候変動ですけれども、これは温室効

果ガスの排出を我々がどれくらい抑制できるか

に関わってきます。将来の予測なので、どれだ

け温室効果ガスの排出を抑制できるか、複数の

仮定に基づいて予測がなされています。

例えば、温室効果ガスの排出を正味ゼロ、あ

るいは、ゼロ近くまで抑制できた場合、今世紀

末の気温上昇というのは、２度程度に抑えられ

るというふうな予測がされています。一方で、

このまま温室効果ガスを排出し続けた場合とい

うのは、今世紀末で４度程度上昇してしまうと

いうような予測がされています。

でも、どうでしょう。正直、今世紀末という

と、これから五、六十年後になりますけれども、

これから４度上昇すると言われたところで、皆

さんあんまり実感がないのではないかなという

ふうに思います。でも、例えばこういう情報が

あったら、少し身近に感じることができるかも

しれません。

地球温暖化対策をしっかり取らなかった場合

というのは、私たちの子供や孫というのが、そ

の祖母や私たち世代に比べて、極端に暑い日で

あったり、豪雨を経験する可能性というのが非

常に高くなるということが弊所の研究から分
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かっております。

先ほどの平均気温が４度上昇してしまうとい

う温室効果ガスの排出を抑制しなかったシナリ

オでは、日本で我々世代が生涯に経験しなかっ

たような暑い日というのを、私たちの子供や孫

世代というのは、生涯のうちに400回以上、豪雨

に関しては３回程度、それぞれ経験するという

ことが示されています。こういった暑い日や自

然災害によって命を落としてしまう子が出てく

るかもしれません。もし、温室効果ガスの排出

を非常に抑制できた場合、正味ゼロ近くにでき

た場合というのは、それが暑い日に関しては20

回以上、大雨については２回程度に抑制できま

す。少しだけイメージがつきやすくなったかな

というふうに思います。

あと、先ほどの４度上昇というのは、世界で

の平均気温でしたけれども、これを宮崎の変化

を見ていくと少し身近に感じることができるか

なと思います。

平均気温については、世界のトレンドと変わ

らないのですけれども、宮崎県でももし温室効

果ガスをそこまで抑制しなかった場合というの

は、４度程度上昇してしまいますが、温室効果

ガスを抑制できた場合というのは、２度程度の

上昇に抑えられるというような予測がされてい

ます。それがどういう影響をもたらすかという

と、例えば一例ですけれども、米の収穫量とか、

熱中症の搬送者数のグラフをこちらでお見せい

たします。

米の収穫量に関しては、こちら赤で示した温

室効果ガスを抑制できなかった場合というのは、

現在、これは変化量なので、１だと今と変わら

ないというのを示していますけれども、これが

半分、最悪の場合２割程度にまで落ちてしまう

というような予測がされています。これが、青

色で示している温室効果ガスをしっかり抑制で

きた場合というのは、現在とあまり変わらない

というような予測になっています。

熱中症も同様で、赤で示した、あまりガスを

抑制できなかった場合というのは、熱中症の搬

送者数、今よりも２倍、３倍、４倍ぐらいまで

になってしまうとなっていますが、抑制できた

場合というのは、さほど変わらないというよう

な予測がされています。

まず１つ目のパートでは、気候変動の現状と

その影響について、現状と予測を見てきました。

過去100年で気温が何度上昇してきたかというこ

とについては、世界では0.8度程度、日本では1.4

度程度上昇してきました。この気温の上昇とい

うのは、ＣＯ２をはじめとする人間の影響であ

るということを御説明しました。また、雨の降

り方というのが極端化してきていて、これにつ

いても温暖化の影響が非常に大きいのだという

ことを御説明しました。

将来予測については、我々が温室効果ガスの

排出をどれだけ抑制できるかにかかってきます。

しっかり抑制できた場合、正味ゼロにできた場

合というのは、今世紀末、２度程度に抑えるこ

とができますが、抑えられなかった場合という

のは、４度程度まで上昇してしまう。それによっ

て、我々の子供とか孫世代というのは、暑い日

であったり、豪雨を経験する可能性が非常に高

くなるというようなことが研究によって分かっ

ているということでした。

では、次に２つ目のパートです。気候変動適

応について御紹介いたします。ここでは緩和策、

既に御案内のこと多いかと思うんですけれども、

緩和策とか適応策がどういうことかというのを

改めて御説明させていただいて、この２つの対

策、実はどちらも大事だよというようなお話を
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させていただきます。

まず、緩和策と適応策について簡単に御説明

いたします。

緩和策というのは、温暖化がこれ以上進行し

ないように、温室効果ガスの排出を減らすため

の対策です。省エネとか節電をしっかりしたり、

再生可能エネルギーを使ったりして温室効果ガ

スの排出を抑制する。あるいは、大気中のＣＯ

２を減らすために炭素の吸収源である森などを

増やすような対策。これが緩和策です。

対して、適応策というのは、温暖化によるマ

イナスの影響を極力小さくするための対策です。

例えば災害に備えるであったり、熱中症予防を

するであったり、こういった対策が適応策の具

体例として挙げられます。また、あまり知られ

ていないのですけれども、温暖化を逆手に取っ

て、プラスの効果をもたらすような対策も実は

適応策です。宮崎県さんのライチの生産はまさ

にそれなんですけれども、こういったプラスの

効果を生む対策も適応策の一つになります。

人に例えると、風邪を引かないように手洗い、

うがいをするような予防策が緩和策。一方で、

風邪を引いた後に飲む薬、対処策が適応策と言

えるでしょう。緩和策の重要性は、皆さんよく

御存じだと思います。

では、何で適応策が必要なんでしょうか。そ

れは、温暖化が既に進行していて、その影響が

様々な分野で既に生じてしまっているためです。

言ってみれば、地球は既に風邪を引いてしまっ

ている状態で、今から手洗い、うがいだけをし

てもよくならない。適切な薬が必要な段階に既

に来てしまっています。仮にしっかりした緩和

策を取れたとしても、しばらくは気候変動影響

は残念ながら継続する可能性が極めて高いとい

うことが分かっています。なぜなら、大気中に

既に排出した温室効果ガスというのが滞留して

いて、緩和の効果が見られるのは2050年以降と

考えられているためです。こちらは、先ほどの

世界の平均気温の予測を示した図です。御覧に

なると分かるとおり、こちら、温室効果ガスの

排出を抑制した場合、赤で示したのが抑制でき

なかった場合ですが、2050年あたりだと、この

２つの対策にあまり違いはありません。今世紀

末になるとこのような違いが出てきますけれど

も、今から20年、30年後の2050年ぐらいではあ

まり違いがありません。そのため、最大限の緩

和策を実施したとしても、気候変動影響は避け

られず、これに対処するために適応策というの

が不可欠なのです。

適応策についてもう少し御説明します。これ

は緩和とは少し違うところなんですけれども、

適応では、地域ごとに適応策を考える必要があ

ります。これは影響が出るタイミングであった

り、強度あるいは影響の方向性、あとは地域ご

との社会経済的な要因、あるいは文化が地域に

よって異なるためです。

ここで例を一つ御紹介します。こちらは、今

世紀末の米の収穫量の予測を、宮崎県及び周辺

の自治体の地図上で表したものになります。赤

とか黄色で示したものというのが、現在の収穫

量よりも減少する地域で、緑とか青で示したの

が、現在よりも増加する地域です。御覧いただ

くと分かるとおり、宮崎県周辺では多くの地域

で減少するというような予測がされています。

これを北海道で見ると、御覧のとおり、多くの

地域で米の収穫量が増加するというような予測

になっています。

このように、気候変動の影響というのは、こ

れはかなり極端な例ですけれども、地域によっ

て異なります。そのため、ある地域で効果のあっ
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た適応策が、ほかの地域で効果があるとは限り

ません。咳が出ているのに頭痛薬を飲んでも治

らないのと一緒で、その地域ごとで必要な適応

策というのをしっかり考えて対策をしていくこ

とというのが重要です。

ただ、適応策だけやって、緩和策はもういい

のかというわけではもちろんありません。適応

策と緩和策というのは、よく車の両輪に例えら

れるんですけれども、両者２つとも大事な対策

です。

こちらは、先ほどもお示ししました、米の収

穫量と熱中症の搬送者数、宮崎県さんの値の予

測を出していますけれども、緩和に適切に取り

組まなかった場合、温室効果ガスの排出を抑制

しなかった場合というのは、被害が大きいとい

うお話をさせていただきました。つまり、緩和

に取り組まなかった場合というのは、適応に取

り組むためのコストが大きいということを示唆

します。

また、分野によっては適応ができることの限

界というのもあって、不可逆的な影響も出てし

まう場合も分野によってはあるので、やっぱり

被害を最小限に抑えるために、緩和策というの

も大事な対策になっています。

このパートの最後に、2018年に施行されまし

た気候変動適応法について、既に皆さん御案内

のことと思いますが、簡単に触れさせていただ

きます。

気候変動適応法の中には、おおむね５年ごと

に影響評価報告書というのをつくって、科学的

なデータに基づいて適応策の実践をしっかり

やっていこうというようなことが強調されてい

ます。そういった科学的な知見の創出であった

り、情報の基盤として、我々国立環境研究所の、

その中核としての役割が、この気候変動適応法

の中では記載されています。なので、しっかり

適応に関する研究を我々がして、それを研究者

の中だけで閉じないで、広く一般に発信してい

くことが我々に期待されています。

地域の適応に関しては、自治体さんで地域気

候変動適応計画の策定義務というのが、やはり

気候変動適応法の中で記載されていて、宮崎県

さんでも既に改定を迎えていますが、適応計画

を策定されています。

また、地域ごとの適応に関する情報収集など

を担う機関として、冒頭で述べました地域気候

変動適応センターの確保というのが、やはり努

力義務としてこちらの中に記載されています。

２つ目のパートでは、気候変動適応について

御説明させていただきました。温暖化対策は２

つあります。１つは緩和策、皆さんよく御存じ

のものです。温室効果ガスの排出を抑制するた

めの対策。人間で例えると手洗い、うがい、風

邪を引かないための予防策が緩和策です。一方

で適応策というのは、風邪を引いた後に飲む薬、

治療が適応策です。これら２つというのは、どっ

ちか片方やればいいという段階ではなくて、ど

ちらも重要な対策だということを御説明させて

いただきました。

それでは、３つ目のパートに移らせていただ

きます。気候変動影響と適応策の具体例を宮崎

県さんにできるだけフォーカスを当てて御説明

させていただきたいと思います。

まずは、宮崎県における気候変動について、

御説明させていただきます。

まずは気温についてですけれども、こちらは

全国的な傾向と同様で、暑い日というのがやは

り増加してきています。30度以上の真夏日は有

意に増加してきていますし、35度以上の猛暑日

も増えてきてしまっている現状です。
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雨の降り方に関しても同様です。雨の降らな

い日であったり、短時間強雨というのは近年増

加してきてしまっているというような現状です。

では、こういった気候変動が宮崎県にどうい

う影響をもたらしているのかというのを少し御

説明させていただきます。

まずは農業から御説明させていただきます。

改めてこれは私が説明することではないと思う

んですけれども、宮崎県さんは非常にたくさん

の農業産品があって、全国的に有名なものから、

宮崎県にとって大事なものまで様々あるんだと

思います。こちらは、県の農政水産部の資料を

拝借しました。いろんな産品が、このように全

国シェアの上位に位置づけられていて、宮崎県

にとっても、また日本にとっても大事な産業の

一つかと思います。

そこで、米への影響について御説明させてい

ただきますと、米と温暖化の影響の関係という

のはよく知られていて、顕著な影響としては、

高温によって品質が低下するということが知ら

れています。こちらは白未熟粒といって、この

ように米が白濁化して、でん粉の蓄積がよくな

くて、おいしくなくて、つまり等級が下がると

いうような深刻な影響が出ています。穂が出て

からの気温が高いところの白未熟粒の発生が起

こりやすくなるということが知られていて、こ

ちら、縦軸が白未熟粒の発生割合、横軸が穂が

出てから20日間の平均気温を表していますけれ

ども、26度とか27度を超えると、御覧のとおり

白未熟粒の発生が上がるということが分かりま

す。実際に、白未熟粒による品質低下というの

も全国的に報告されています。

こちらの図は、過去３年間の１等米比率を表

しています。御存じのとおり、昨年非常に暑く

て、多くの地域で白未熟粒であったり、あとは

虫害によって、１等米比率というのが全国的に

低下しました。昨年は全国で１等米比率という

のが大体60％ぐらいまで落ちてしまっていて、

九州地方ではさらに低くて、１等米比率が40％

ぐらいでした。

米への将来予測について御説明しますと、温

暖化によって2030年以降に米の白未熟粒などの

割合が増えて、品質低下が起きるというような

予測がされています。こちらは、宮崎県におけ

る米の品質への影響予測を示しています。上の

上段２つが、今世紀中頃の２つのシナリオです。

左側が温室効果ガスを抑制した場合、右側が抑

制できなかった場合、下段は今世紀末の予測に

なっています。左側がガスを抑制できた場合で、

抑制できなかった場合を示しています。赤やオ

レンジ、黄色で示したところがリスクが大きい

地域で、青などの色のところは、あまりリスク

が高くないような地域になっていますが、御覧

のとおり、例えば温室効果ガスを抑制できなかっ

た場合は、赤の地域というのが宮崎県の中で多

くなっているということが分かるかと思います。

では、こういった影響についてどのような適

応策があるのかというのを見ていきます。１つ

は品種改良です。高温条件でも品質の低下しな

い品種を開発・導入していくということは、非

常に有効な適応策の一つです。

宮崎県では、夏の笑みとおてんとそだちとい

う２つの高温耐性品種が主に作付されています。

最も作付されているのは、ヒノヒカリという品

種で、これは高温耐性品種ではないんですけれ

ども、この最も作付されているヒノヒカリに対

して、高温耐性品種であるおてんとそだちや夏

の笑みというのは、酷暑だった昨年、１等米比

率が高かったことがこのグラフから分かるかと

思います。
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品種改良は、このように米の適応策として非

常に有効な対策の一つですが、品種改良は時間

もコストもかかります。そのため、品種改良以

外にも適応策に資する対策があり、例えば水の

管理を徹底するであったりとか、収穫時期を移

動させる、あるいは土を改良する。こういった

効果も適応策として挙げられて一定の効果を上

げています。

このように地域の実情であったり、現状であっ

たりに合わせて、場合によっては複数の適応策

を実施するというのが、選択肢として一つあり

得る対策かなと思います。

次に、スイートピーです。全国シェア１位の

スイートピーですけれども、秋とか春の高温障

害でつぼみが落下してしまったりとか、花の形

に影響が出てしまう。そういった報告がされて

います。

こちらの図、環境省のコンソーシアム事業か

ら成果を引っ張ってきました。縦軸がつぼみの

落蕾発生率、横軸が最低気温を示していますけ

れども、グラフを見ると、最低気温が４度上昇

すると落蕾が起こりやすくなるということが分

かるかと思います。

これに対して取られている適応策としては、

まず一つ、米と一緒ですけれども品種改良。あ

とは、温度が高くなると被害が発生するので、

温度を下げるためにミストを設置して、温度を

下げるというような適応策が現状取られていま

す。こちらは、農林水産省の温暖化影響調査レ

ポートから引っ張ってきました。宮崎県さんで

の適応策の対策とその効果みたいなのを示して

いますけれども、このミストの設置によって、

一定程度の効果を発揮しており、高温障害の発

生はほとんど見られなかったというような報告

がされています。

一方で、普及率がまだ13％と少し今後の普及

といいますか、導入にまだ課題があるのかと思っ

ております。

次に、畜産への影響です。家畜でも温暖化の

影響が報告されています。高温によって繁殖の

成績であったり、肉質であったり、あとは暑さ

によって死んでしまうというようなことが九州

でも多くの報告がされています。

こちらの図は、豚の体重の将来予測です。現

在に比べて、将来に向かって赤とかオレンジで

示している減少率の高い地域というのが、西日

本中心に徐々に増えていっているということが

分かります。宮崎県さんでも、現在というか基

準年はあまりそういった地域は多くないですけ

れども、今後そういった地域が多くなるという

ような予測がされています。

畜産分野での適応策としては、大きく２つな

のかなと思います。

１つは、これは宮崎県さんで恐らく開発され

たものと私理解していて、一回見に行ったこと

があるんですけれども、ヒートストレスメータ

ーを活用して、畜舎の中の温度管理を徹底する

というような対策。まずは現状を知るというよ

うな対策も適応策の一つです。温度が高くなら

ないように、温度管理を徹底する。冷房システ

ムを導入したりなどして、温度管理を徹底する

というような適応策が取られています。

こちらも同様に、農林水産省の温暖化調査レ

ポートから持ってきました。これは畜舎の温度

管理の効果を示していますけれども、送風や換

気をすると一定の効果がやはり見られた。これ

については、普及率も80％、90％と高い値を示

していることが報告されています。

次に、熱中症についても見ていきましょう。

宮崎県では熱中症による緊急搬送者数、毎



- 10 -

令和６年12月６日（金曜日）

年1,000人前後の高い水準で搬送されてしまって

おります。右の図は、本日何度もお見せしてお

りますけれども、宮崎県での熱中症の搬送者数

の予測を表しています。

日本全体の話になってしまいますけれども、

搬送者数の６割というのが高齢者です。なので、

そういった高齢者が特に熱中症の搬送者数とし

て多いという現状を踏まえると、熱中症に対す

る適応策というのは、対象別であったり、シー

ン別に対応するということが重要になってくる

かと思います。繰り返しになりますけれど、高

齢者の方々が一番かかっているので、高齢者の

方々への配慮とか対策がまず大事になってきま

す。

群馬県さんの例を御紹介します。群馬県さん

ではヤクルト株式会社と連携して、熱中症対策

の呼びかけをするというような取組をされてい

ます。こちらは、熱中症警戒アラートが発令さ

れたときに呼びかけをする仕組みになっており

まして、アラートが発令されると、県からヤク

ルトに連絡が行って、ヤクルトの販売員が個人

宅にヤクルトの商品を持って訪問するときに、

併せて、気をつけてくださいというような注意

喚起をするというようなことを連携して行って

いるというような事例です。このような地道な

対策が大事かと思います。

あとは、もちろん高齢者の方々だけではなく

て、子供とか部活動での被害というのも結構あ

りますので、子供たちへの対策というのも大事

になってきます。

こちらは、弊所での最近発表された研究成果

です。とはいえ、子供たちへの対策は大事なの

ですけれども、今の対策の基準というのが結構

一律で、スポーツによって熱中症にかかりやす

さが全然違うじゃないかと思います。例えば、

弓道は屋内で行うので、実は結構リスクが高い

らしいのです。スポーツの種類別に基準を細か

く設定する必要があるというようなことが、弊

所の研究から分かっています。

続いて、自然災害について御説明します。

全国的に見ると、多くの自治体で水害の被害

が毎年発生していて、宮崎県ではここ10年、年

平均で50件ぐらいの土砂災害が発生してしまっ

ています。

こちらが過去に宮崎県で生じた土砂災害を示

しています。あまり経年的なトレンドというの

は見られないのですけれども、毎年土砂災害が

発生してしまっています。

国でもこういった状況を踏まえて、気候変動

を踏まえた対策を取り始めています。令和２年

に気候変動を踏まえた水害対策の在り方という

のが掲げられています。これの何がすごいかと

いいますと、これまで気候変動みたいなものを

考慮した対策、方針というのが取られていなかっ

たところに、気温が２度上がった場合の対策を

しっかり取るというような方針が国の中で掲げ

られて、現状、国が管理する河川については、

この基準にのっとって対策が取られ始めており

ます。具体的な個別の適応策については、こち

らに挙げたようなものが、自然災害の中では適

応策として挙げられていますが、大きく４つご

ざいます。

簡単に言うと、まずは逃げること。そのため

に防災情報を活用したりとか、避難場所をしっ

かり日頃から確保しておきましょうというよう

なことが一つです。あとは、災害が起きたとき

に、極力被害が起きないように守るような対策。

ダムを造ったりとか、流域治水によって対策を

取るというようなものが一つです。あるいは、

既に大きな被害、予測を超えるような被害が出
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てきてしまっている地域が多いので、必要に応

じて、物、人を動かすというような対策がもう

一つ挙げられますし、災害が起きてしまった後

に回復をできるだけ早くできるような、日頃か

らのソフト対策というのも、この分野での重要

な適応策となっております。

ここまで、宮崎県の気候変動影響とか適応策

について、農業、熱中症、そして自然災害につ

いて、主に御説明させていただきました。

最後に、その他お伝えしたいこととして、他

の自治体さんの取組であったり、あとは弊所の

運営しております情報プラットフォームを御紹

介させていただきます。

まずは、他県の取組を御紹介させていただき

ます。気候変動というのは冒頭で御説明したと

おり、将来何度になるかというのは、まだ不確

実性が高いものです。そのため、このような不

確実性が高い状況では、科学的な情報に基づい

て対策を取っていくというのが非常に大事かな

と思っています。

ここで一つ、科学的知見を使った事業を御説

明します。こちらは栃木県さんの例ですが、と

ちぎの星という高温耐性品種のお米を開発され

ました。こちらは優れた収量性と安定した収穫

ができるということで、作付の面積が近年拡大

しております。

すばらしいのは、とちぎの星の収穫の将来予

測を実施されて、御覧になると分かるとおり、

こちらはコシヒカリの将来予測、下段がとちぎ

の星の将来予測になっていますけれども、コシ

ヒカリに比べてとちぎの星では、高温下でも安

定した米が収穫できるというようなことが、予

測によって示されています。

何がすばらしいかというと、これを予測を行っ

て、これを基に、科学的に効果があるんですよ

という情報をＪＡや生産者さんに持って行って

導入を勧めているというような事業をされてい

ます。すごい考えられていて、今こちらはカラ

ーの図を示していますけれども、こちらは白黒

印刷しても色の違いが分かるような工夫がされ

ていて、要は現場に持って行って、農家さんた

ちに説明していっているというようなことをさ

れています。

続いて、東京都さんの自然災害対策について

御説明させていただきます。

先ほど国の対策、取組の中で、今後の将来予

測を加味した1.1倍の降水量の変化量を想定した

対策を取っていくということを御説明しました。

国が管理する一級河川について、この基準に基

づいて対策を今取っていっているんですけれど

も、これを自治体レベルでも取り組み始めた非

常に先進的な例になっています。

このように栃木県さんの例もそうですし、東

京都さんでもこういった科学的知見といいます

か、情報に基づいて対策を取り始めているとこ

ろが出てきておりますので、御紹介いたしまし

た。

ここまでお話をさせていただいた中で、適応

の重要性というのを少し知っていただければう

れしいなと思うんですけれども。一方で、適応

を実践するというのは、なかなかハードルが高

く、不確実性、将来気温がどうなるか分からな

いのに、なかなか実行できないというような現

実もあるかと思います。

そういったときに、適応単体で取り組むので

はなくて、ほかの施策に適応の視線を組み込ん

で取り組むことで実施するハードルが少し低く

なるのではないかと我々は考えていて、情報整

理を行っているところです。

こちらでお示しするのは、山形県の金山町で



- 12 -

令和６年12月６日（金曜日）

の落花生栽培の例を御紹介させていただいてお

ります。落花生というと千葉県が有名かと思う

のですけれども、実は千葉県のほう、落花生の

今までの生産地では、温暖化によって落花生が

取れにくくなっているというような現状がある

ようです。

一方で山形県のこの地域は、豪雪地帯なんで

すけれども、山形大学での研究成果によって、

こういった地域でも落花生が取れ始めていると

いうようなことが分かってきたので、地元の信

用金庫であったりとか、地元の企業なんかを巻

き込んで、この落花生のプロジェクトが今スタ

ートされているようです。

すこし分かりにくいんですけれども、この事

業、地方創生の国の交付金なんかも利活用しな

がら、新しい産業を生み出して地域活性化に貢

献しているというようなことを今目指していま

す。このように適応単体で取り組むのも大事で

すけれども、地域の課題解決の事業に適応の視

点を組み込んで、取り組んでいくのも一つのア

プローチかと思います。

続きまして、埼玉県さんの事例を御紹介した

いと思います。御存じの方はいらっしゃるかと

思いますけれども、昨年以降、クールスポット

というのを努力義務として設置することが呼び

かけられていて、埼玉県さんでは熱中症対策と

して、どこにそのクールスポット、ここではク

ールオアシスと書いていますけれども、それが

どこにあるのかというのを地図上で見れるよう

な仕組みをつくって、それを公開しているとい

うような取組をしています。

続いて、普及啓発の事例を御紹介いたします。

高知県さんの事例で、これは弊所が作成しまし

た「ミライ地球ガチャ」というガチャガチャの

おもちゃを使った普及啓発の材料ですけれども、

そういったものを使っていただきながら、県内

で普及啓発活動を熱心にやられていて、そういっ

たことをされている自治体さんもいらっしゃい

ます。

あとは、こちらは水戸市さんの例です。こち

らはフューチャーデザインという手法を使って、

未来の世代の視点になって、これからどのよう

にまちづくりをしていくかのワークショップを

市の担当者、環境部局だけではなくて、いろい

な部局を巻き込んで議論をし、それを施策に生

かすというような活動をされています。

ここまで、他の自治体さんでの取組を御説明

させていただきました。

最後に、弊所が運営しておりますプラットフォ

ームを簡単に御説明させていただきます。

Ａ─ＰＬＡＴというプラットフォームをつ

くっておりまして、ここでは気候変動の影響と

か適応に関する科学的な知見、本日御紹介しま

したいろいろな将来予測などを見れるようにし

ていたりとか、なかなか気候変動とか適応って

難しい面がたくさんあると思うので、それらの

解説であったりとか、実際の適応策の事例、イ

ンタビューといったものを掲載させていただい

ております。

幾つかのコンテンツを御紹介しますと、気候

変動の観測とか予測のデータを我々のプラット

フォームから見れるようになっています。本日

の講演の中でも御紹介させていただきました将

来予測のデータは、Ａ─ＰＬＡＴでも全て見れ

るようになっております。

あとは地域の適応ということで、地方自治体

というのは適応を進める上で非常に重要なキー

パーソンとなっています。その地方自治体の方

々に有用な情報をいろいろこちらで載せさせて

いただいております。
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一つはインタビューです。事例などを載せて

いるのですけれども、なかなか事例を見ただけ

では分からないところがあるかと思いますので、

インタビューをさせていただいたものを掲載し

ております。あとはインフォグラフィックをつ

くっております。どういう分野でどういう影響

がまずあって、それに対してどういう適応策が

あるのかというのを図を使いながら説明してい

るものでございます。非常に多岐にわたる分野

でつくっておりますので、ぜひ御興味がありま

したら御覧いただければと思います。

長くなりましたが、私の御説明は以上で終わ

りたいと思います。御清聴どうもありがとうご

ざいました。

○安田委員長 ありがとうございました。それ

では、ここで御意見、御質疑がありましたらよ

ろしくお願いいたします。

○日髙委員 最後のインフォグラフィックにつ

いて、もう少し詳しく聞かせていただきたいな

と思ったところなのですけれども。

○藤田主任研究員 御質問ありがとうございま

す。本日いろいろ説明の中で、実はインフォグ

ラフィックから取ってきた情報がございます。

例えば自然災害といっても土砂災害もあれば、

内水氾濫もあって、いろんなものがあるのです

けれども、細かくそれぞれ、まずどういう影響

が今まで分かっているのか、将来予測としては

どういうことが言われているのか。そういった

影響に対してどういう対策があるのかというの

をこのように図入りで表示しているというもの

になっています。こちらは、我々のほうで一度

つくって、それを各分野の専門家に見ていただ

いて、その根拠となる科学的な知見というのも

裏ページなんかに載せていますので、他県さん

では、環境部局の方がこれを使って他部局に説

明していくときであるとか、あるいは上層部の

方に説明するときにこういったものを使ってい

ただいて御説明するというような活用がされて

いるようです。

○岩切委員 御講演ありがとうございました。

適応策ということで、今日は農業分野もあり、

具体的生産物でいえば米作と畜産とありました。

あと埼玉県の事例などのように健康というか、

生活の現場でのクールスポットの話もありまし

た。本当に多種多様な政策なりが行われている

と思うのですけれども、それらの情報をこのセ

ンターで情報収集されていらっしゃるのだろう

と思いました。それに、この分野は適応施策だ

と理解しながら集めていただいていると思うの

ですけれども、最後には建設分野というものも

ありました。建設分野ではファンのついたもの

を着ているケースが多くなりますけれど、さら

にその機械の中に温度を下げる装置が入るもの

が発表されたという記事も見ました。そんな情

報は、先生方はどのように収集されているのか。

多分野だと思うのですけれども、そのような情

報収集機能が地方の行政分野だとか、センター

でどのようにすれば可能になるかというような

ところに少し疑問というか、課題があるのでは

ないかと思ったのですが、いかがでしょうか。

○藤田主任研究員 御質問ありがとうございま

す。御質問を今２ついただいたかなと思ってお

ります。

我々のほうで適応というのは多岐にわたって

いて、それについての網羅性といいますか、そ

れについてどうしているのかというような御質

問だったかと思います。

おっしゃるとおりで、気候変動適応法の中に

は７分野が設定されていて、既にその７分野だ

けでも多岐にわたっていて、かつ我々は環境研

令和６年12月６日（金曜日）
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究所なので、できることは限られています。た

だし、こちらに掲載させていただきました、我

々環境研究所だけでできることというのは限り

があることは理解しているんですけれども、ほ

かの国の研究所と連携をしながら情報収集、ま

ずは研究なんですけれども、しっかり最新の知

見を創出するための研究をし、周辺情報を取り

組んで、それをＡ─ＰＬＡＴの中で掲載してい

くというような包括連携協定を結んでおります。

これによって一定程度、連携協定をして年に会

合を何回か持っておりますし、今度12月にもあ

るんですけれども、各研究機関と連携を行い、

ターゲットとする分野を農業や気象など幾つか

設定して、分科会をつくって議論し、その中に

地域の方々にも入っていただこうというような

場を持っているので、ほかの研究機関と連携し

ながら、網羅的に情報を取っていくという仕組

みが一つできつつあるかと思います。

２つ目として、これを地域でどのように実践

していくかというような御質問だったと思いま

す。正直、なかなかそれは難しいところがある

かと思うのですけれども、７分野ありましたが、

まずは地域ごとで大事にしていくことは何なの

かの優先度づけが大事かなと考えております。

そのためにその分野に近い県内の研究機関、も

しそういうものがなければ、我々のほうに御相

談いただければと思います。我々のほうで対応

できないことは、研究機関を御紹介して対策に

取り組むということも可能なので、しっかりし

た答えにはなっていないのですけれども、そう

いった方向性になるかなというふうに思います。

○岩切委員 御自身のところで全てを情報収集

されているかと想像してしまったのですが、こ

のような連携で情報を交換して、その分野の中

で適応という問題についての問題意識を共有し

ていらっしゃるということがよく分かりました。

あとはローカルのほうに、宮崎という限定的

な領域の中で、流れ的には気温上昇環境が悪化

しつつあって、それに適応する施策を宮崎の実

態に合わせてどう展開するかというのは、ロー

カルの現場で考えないといけないんだなという

ことは分かりました。

○藤田主任研究員 皆さん、その辺は課題を持っ

ていらっしゃるところで、結構、試行錯誤で動

いていらっしゃると思います。

ただ、ほかの自治体さんでは、県と地方環境

研究所に地域気候変動適応センターが設置され

たのですけれども、それだけじゃなかなか分野

的にカバーできないものがあるというのが、やっ

ていくうちに認識され始めて、その後、大学と

連携しながら、まずは関連分野の調査研究なん

かをスタートしていっています。地域の大学を

巻き込むのも一つの方向性としてあるのかなと

思いました。

○安田委員長 何かないですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○安田委員長 それでは、ほかに質疑がないよ

うでありますので、これで終わりたいと思いま

す。

私から一言御挨拶を申し上げます。本日は藤

田様、大変お忙しい中に御出席をいただきまし

て誠にありがとうございます。気候変動による

適応策の重要性をしっかりと学ばせていただき

ました。今日聞かせていただきましたことは、

今後の委員会活動に十分に反映させていただき

たいと考えております。

藤田様にはますますの御健勝と御多幸を御祈

念いたしまして、大変簡単ではございますが、

御挨拶に代えさせていただきます。本日はどう

もありがとうございました。

令和６年12月６日（金曜日）
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暫時休憩いたします。

午前11時０分休憩

午前11時２分再開

○安田委員長 委員会を再開いたします。

まずは、協議事項１、提言についてでありま

す。

年度末の報告書の作成に向けて、県当局や国

に対して、どのような提言や働きかけをするの

か整理する必要がございます。

これまで委員会活動の経過につきまして、ホ

チキス留めの資料を御覧ください。

これを踏まえて報告書に盛り込む提言の内容

について御意見をいただきたいと思います。

これまで数多くの意見や現地調査がございま

したので、例年、資料持ち帰りの上、次回の委

員会で、皆様から御意見を出していただきたい

と考えております。このように進めてよろしい

でしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○安田委員長 それでは、そのようにさせてい

ただきます。

次に、協議事項２の次回の委員会についてで

あります。

次回の委員会につきましては、年明けの１月24

日金曜日に開催を予定しております。

次回の委員会では、報告書に向けた検討を行

います。執行部から説明を受けることもできま

すが、次回の委員会の内容について御意見はあ

りませんか。

○武田委員 今日習った気候変動適応法ですが、

地方自治体に適応計画の策定努力義務というの

が入っているんですが、宮崎県が策定している

のかどうか分かりませんでした。適応計画策定

は努力義務ですが、宮崎県がこれをつくってい

るのか。各市町村の状況とかを知りたいのです

が。なければ、努力目標でしたが報告書の提言

としてあげていいのではないかと思いました。

○安田委員長 それでは、ただいま委員の皆様

からの御意見を参考にして、次回の委員会の内

容を検討したいと思いますが、よろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○安田委員長 最後に、協議事項３のその他で、

委員の皆様から何かございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○安田委員長 次回の委員会は１月24日金曜日

午前10時からを予定しておりますので、よろし

くお願いいたします。

それでは、以上で本日の委員会を閉会いたし

ます。

午前11時５分閉会
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